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１．はじめに 

軟弱地盤に起因した戸建て住宅などでの不具合現象の

反省から、現在では、事前の地盤調査が普及しつつある。

しかし、現在このような建築物に使用されている調査方

法は、スウェーデン式サウンディング等の簡易な調査方

法であり、実務では、判断に窮する調査結果が散見され

る。特に、本試験特有の荷重に自沈現象は、現象の範囲

が広く、工学的な誤差を生みやすい。ここでは、スウェ

ーデン式サウンディング試験のこのような領域における

地盤の支持力や変形・沈下の性状を評価することを念頭

に、簡易な評価手法を検討する。 

２．軟弱試験地盤による検証実験 

スウェーデン式サウンディングの荷重貫入領域（自沈

等低支持力領域）の評価手法を模索することを目的に、

軟弱地盤実験土槽を用いた検証実験を行うとともに、実

現場から収集された調査結果を分析した。 

軟弱地盤実験土槽は、幅 6,000×奥行き 8,000×深さ

6,000 程度からなる軟弱地盤を作成できる多目的地盤ピッ

トであり、土質はシルトからなる。軟弱地盤は土槽に常

設されている攪拌装置により十分攪拌した後、ジオグリ

ッドを一面に敷設し、載荷重による局部的な沈下が進行

しないよう配慮した。また、載荷に伴う沈下量を計測す

るための沈下板および、圧密に伴う地盤強度を確認する

ための調査孔を設けた。荷重段階は、戸建て住宅相当の

荷重及び盛土荷重を考慮して 6～48kN/㎡の範囲で６段階

とし、圧密の進行度合いに合わせて、ウェーデン式サウ

ンディング調査を実施した。なお、各段階でのサウンデ

ィング調査は、軟弱な地盤評価を検討するために通常の

試験方法に加えて Wsw=250N, 500N, 750N の低重錘荷重で

の試験を実施した。 

３．自沈の評価について 

 図-1 は、自沈現象が生じる地盤に対して低荷重による

回転貫入 (Wsw=750,500,250)時の Nsw の大きさをプロッ

トした結果である。現在、多くで実施されている標準試

験法からの自沈層(Wsw=1000N)に対する調査結果の表示

はストン，ユックリなどで表現され、自沈時の状態を観

察した記録からでしか評価することができず、定量的な

評価に曖昧さが残る。今回の調査結果からこうした自沈

層に対して、自沈荷重よりも小さな荷重での回転貫入に                             

 
写-1 軟弱地盤実験土槽

 

写-2 軟弱地盤実験での載荷状態 

よって低強度領域を評価し、それぞれの荷重での回転貫

入を、1000N 荷重での回転数（Nsw）で表現する事によっ

て，簡易に自沈層の耐力（支持力，沈下）を定量的に推

測できることの可能性があることが明らかにした。 

図 -2 は自沈による貫入領域を評価するために

Wsw=1000N で得られたスウェーデン式サウンディング試

験結果に対する Wsw=750N,500N 時の 1m 当たりの半転数

（それぞれ，Nsw750,Nsw500 と記述）の関係についてプロ

ットした結果である。同図からは地盤の不均一性などに

よりばらつきが見られるが、Nsw1000 と Nsw750,Nsw500 の間

には比較的相関のあることが認められる。図中の

Nsw1000=0 は、前述したように自沈速度や自沈時の回転に

関係なく 0 回として示されているため、現状では自沈層

の軟弱の程度（低支持力領域）を評価することはできな

い。したがって、図中の Nsw1000=0 は実際には０以下の値

を許せば、直線による簡単な式で 1000N 以下の低荷重回

転で表現することが可能であり、図中の下限線を用いて
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ハッチングで示した領域が Nsw1000=0 を下回る低荷重支持

力領域として解釈できる。この領域は自沈層に遭遇した

場合に Wsw=750N,500N などの低荷重でのサウンディング

調査により、Nsw1000＝0 の低支持力領域の評価を行えば、

戸建住宅等の地盤評価で実績の多いスウェーデン式サウ

ンディングにおいて十分に標準化がなされていなかった

荷重貫入領域（自沈）の評価が可能である。 
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図-2 Nsw1000と Nsw750,Nsw500の関係 

一方、定量的な沈下の推定には例えば

体積圧縮係数などの沈下に関する土質

定数と沈下層厚が関係する。図-3 は、

八尾らの考え方に基づいて体積圧縮係

数と Nsw の関係を拡張して整理した結

果であるが、建物に損傷を与える限界

沈下量を 10～30mm などとすれば、問

題となる体積圧縮係数が大きく変わる

ことが読みとれる。この沈下を推定す

る体積圧縮係数は、地盤の強度を表す

Nsw の他、間隙比などの密度状態など

にも影響を受けることが推察されるが、

基本的には、沈下層の厚さが大きく関

係するので、体積圧縮係数と層厚の積

などを評価することが考えられる｡ 

 

４．まとめ 

軟弱地盤評価の対象となるスウェーデン式サウンディ

ングの荷重による自沈領域における地盤の支持力や変

形・沈下の性状を把握する精度の向上を目的として、低

荷重を用いた回転貫入試験を用いて、軟弱地盤の変形性

状や沈下性状を評価し得ること、また、同手法において

十分に標準化がなされていなかった、荷重貫入領域（自

沈）の評価が可能であることを示した。 
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図-3 体積圧縮係数と Nsw の関係 
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図-1 自沈等低支持力領域に対する低荷重回転貫入時の Nsw 
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